
 新校舎の配置決定 [実現に向けて１歩前進！] 

令和 10年度開校予定 愛別町義務教育学校 

 

 

 

 ８月 27日に開校準備委員会第２回全体会を開催しました。札幌市の北海道建築設計監理
(株)の担当者にお越しいただき、義務教育学校基本設計について、図面をもとに説明を受
け、委員による質疑や意見交換を行いました。 
 仮設校舎を建てずに、現在の愛別小学校の敷地に、新校舎をどう配置するのかは大きな
課題であり、これを解決しないと校舎内部の教室・施設の設計に進むことができません。 

 業者からは、Ｔ型校舎（中廊下タイプ）やＬ型校舎（中廊下タイプ）、ロの字型校舎（回廊タイ
プ）の案が提示され、協議の結果、次ページ以降の配置図面に決定しました。 
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設計業者には、義務教育学校基本計画をもとに、主に次の事柄を要望していました。 
① 仮設校舎を建設せず、現校舎での教育活動を行いながら建築すること。 
② 現在の体育館はそのまま使う計画であること。（新校舎と現体育館を廊下でつなぐ
構造にすること） 
③ 新校舎は、３つの機能（義務教育学校＋学童保育＋町の図書館・武道場）を兼ね
備えたものにすること。 
④ グラウンド敷地は、新たに南側に造成し、現在と同等面積を確保すること。 
⑤ 災害時の緊急避難所としての機能も想定すること。 
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今回決定した基本設計は、上記の要望すべてが反映されています。その主な特徴は、下

記の通りです。 
＊ 校舎は３階建てでグラウンド北側に体育館と併設させ、渡り廊下で接続している。 
（校舎２階と体育館 1階をつないでいる） 
＊ 体育館からの落雪の影響を受けにくい校舎配置になっている。 
＊ グラウンドは、現状面積と同等に確保している。 
 （100ｍレーン・200ｍトラックが確保できる） 
＊ Ｔ型校舎・Ｌ型校舎に比べ、建築構造上安定しているロの字型校舎にしている。 
＊ 光庭を設けることで、採光に配慮している。 
（Ｔ型校舎・Ｌ型校舎に比べ、廊下も明るい） 
＊ 日当たりのよい南側に多くの教室を配置している。 

＊ 来校者と児童生徒の接触を配慮するセキュリティエリアを設定している。 
＊ 新校舎完成後は、現校舎を解体し駐車場にする計画にしている。    など 
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このあとは、『施設・設備・備品部会』を何度か開催し、校舎の中（主に教室）の配置に

ついて協議を重ねます。『施設・設備・備品部会』は、小中学校教職員３名ずつと教育委員会事務局
職員５名の計 11名で構成しています。 

   このたよりは、今後、準備委員会のたびに発行・公開いたします。  
＜お問い合わせは、愛別町教育委員会 ☏01658-6-5115までお願いします＞ 

第２号 令和６年９月６日発行 

愛別町義務教育学校開校準備委員会 



＜新校舎の配置予定図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（校舎の大きさは変更となることがあります） 

＜参考断面図＞ 

 

 

 

 

 

 

（最下層は地下ピットで配水管等のスペースです） 



＜参考資料：現校舎の配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の校舎を使い小学校の教育活動を行いながら新校舎の建築を進める計画です。工事

関係車両の出入りは、敷地南側の  部分から行い、児童の動線への影響を極力少なくし

ます。ただ、工期の一定期間については、グラウンドの使用に制限をかける場合がありま

す。 


